
実施機関（開催会場）統計



開催状況の変遷
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科技庁所管国研9機関にてスタート

他省庁所管国研に拡大 公募事業化

長期タイプ（DX）設立大学・企業に拡大

JSTへ移管



企画提案の推移
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採択企画の分野内訳

• JST移管後、提案受付型の公募事業へ。企画提案数も順次増加
• 提案の増加に伴って企画のバランスも変容



研究機関における開催経験の蓄積

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

新規 70(※） 18 16 9 9 12 8 3 6

終了 12 9 7 8 6 8 12 22 －
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開催経験機関の累積

• JST移管後、累計で約150機関が開催を経験
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開催回数割合（N＝151)

各年の新規開催および終了数

（※）移管前からの継続機関を含む



都道府県別開催実績
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応募者・参加者統計



参加応募者数の推移
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JSTへ移管

• 応募者数は年々拡大、そのうち約15,000人の生徒が参加を経験



参加男女別の推移
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• 男女の応募者数、参加者数はほぼ同等
JSTへ移管



参加生徒に及ぼした影響

9

88%

12% とても有意義だった

有意義だった

あまり有意義でなかった

有意義でなかった

0 100 200 300 400 500 600 700

科学的な考え方や研究の進め方について理解が深まった

科学に携わる者としての姿勢について理解が深まった

理科系の科目に対する興味や関心の幅（領域）が広まった

より高度な内容や先端のテーマに対する興味が深まった

実社会における科学技術の活用について興味が強まった

科学技術に関する学習意欲が向上した

自分の進路や目標と関連させて理科系の科目を考えるようになった

進路選択や将来の職業を考えるうえで役に立った

科学技術を必要とする職業に就きたいという思いが強まった

目指すべき研究者のイメージが明確になった

キャンプで出会った人達と今後も交流を続けたいと思う

強くそう感じる そう感じる あまりそう感じない 全くそう感じない

• 意欲向上、興味喚起等の影響。特に実験・実習に高い満足度。

参加したプログラムへの評価

参加による意識変容 ※サマー・サイエンスキャンプ2014参加者アンケート（N=652）より
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個々の構成要素への評価


